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第２回
定例会

向日市議会
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傍聴者向け
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Youtubeでも定例会の様子がご覧いただけます
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市民の皆様や子どもたちから寄せられた折り鶴は、
広島市平和記念公園の「原爆の子の像」に捧げられます。



　

令
和
５
年
第
２
回
定
例
会
は
、
５
月
29
日
か
ら
６
月
23
日

ま
で
26
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

  

本
定
例
会
で
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
及
び
議
員
か
ら
提

出
し
た
議
案
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
議
員
は
意
見
書
案
５
件
を
提
出
し
ま
し
た
。
ま

た
、
市
民
か
ら
請
願
２
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

※
議
決
結
果
一
覧
は
、
Ｐ
11
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
更
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
進
め
て

い
く
た
め
、
副
市
長
を
２
人
と
す
る
議
案
を
含
め
人
事
案
件
20

件
に
同
意
し
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
向
日
市
一
般
会
計

補
正
予
算
な
ど
30
議
案
を
可
決

第
２
回
定
例
会

第
２
回
定
例
会

令和５年

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

令
和
５
年
度
向
日
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
） 

９
億
４
８
７
６
万
円
の
増
額

　
令
和
５
年
度
向
日
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
は
、

市
長
が
公
約
し
た
施
策
を
は
じ
め
と
し
、
歳
入
歳
出
予
算
総

額
は
９
億
４
８
７
６
万
円
を
計
上
し
、
補
正
後
の
一
般
会
計

予
算
総
額
は
、
２
３
２
億
８
６
３
４
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

◎
主
な
補
正
予
算
の
内
容

・
福
祉
会
館
の
外
壁
補
修
工
事..................

３
８
５
０
万
円

・
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
対
す
る
臨
時
特
別
給
付
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

...............

２
億
７
７
７
万
円

・.

脱
炭
素
に
取
り
組
む
市
民
・
事
業
者
へ
の
補
助
金
、
公
共

施
設
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化..................

１
億
１
２
７
０
万
円

令
和
５
年
度
向
日
市
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
た
市
民
や
事
業
所
の
皆
様
へ
の
支
援

策
と
し
て
、
水
道
基
本
料
金
を
１
期
分
減
免
す
る
た
め
、
６
５
４

３
万
円
を
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
、
給
水
収
益
を
減
額
し
ま
し
た
。

向
日
市
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
基
本
条

例
の
制
定

　
昨
年
「
向
日
市
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」
を
し
た
本
市

に
お
い
て
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
に
要
す
る
費
用
に
あ
て
る
た

め
、
向
日
市
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
基
金
を
設
置
し
ま
し
た
。

令和５年第２回定例会に提出された議案
人　　事　　案　　件 20件

　農業委員会委員 16件
　大字寺戸財産区管理委員 １件
　副市長 ２件
　教育長 １件

補　　正　　予　　算 ６件
　一般会計補正予算 ４件
　特別会計補正予算 １件
　水道事業会計 １件

条　例　の　制　定 １件
条 例 の 一 部 改 正 ２件
そ　　　の　　　他 １件

　乙訓土地開発公社定款の変更 １件
合　　　　　　計 30件

人
事
議
案
に
同
意

【
農
業
委
員
会
委
員
】

香こ
う
も
と本　
和か
ず
や也.

氏.（
寺
戸
町
中
ノ
段
）

齋さ
い
と
う藤　

 

亘わ
た
る.

氏.（
物
集
女
町
森
ノ
上
）

清し
み
ず水　
庄し
ょ
う
ご吾.

氏.（
森
本
町
春
日
井
）

安や
す
い井　

明あ
き
よ
し義.

氏.（
上
植
野
町
北
小
路
）

山や
ま
も
と本　

五い
つ
し司.

氏.（
寺
戸
町
里
垣
内
）

吉よ
し
だ田　

知さ
と
し史.

氏.（
鶏
冠
井
町
堀
ノ
内
）

嚴い
つ
く
し
ま

嶋　

 

操み
さ
お.

氏.（
上
植
野
町
切
ノ
口
）

上う
え
だ田　

 

貢み
つ
ぐ.

氏.（
鶏
冠
井
町
北
井
戸
）

上か
み
つ
じ辻　
陽よ
う
こ子.

氏.（
森
本
町
薮
路
）

清し
み
ず水　

幸さ
ち
お雄.

氏.（
森
本
町
下
森
本
）

清し
み
ず水　

 

登の
ぼ
る.

氏.（
森
本
町
東
ノ
口
）

仲な
か
ざ
わ澤　

政ま
さ
か
ず一.

氏.（
上
植
野
町
北
小
路
）

中な
か
む
ら村　

博ひ
ろ
あ
き明.

氏.（
寺
戸
町
新
田
）

中な
か
や
ま山　

充じ
ゅ
う
こ子.

氏.（
物
集
女
町
森
ノ
上
）

山や
ま
も
と本　

貴た
か
ゆ
き之.

氏.（
寺
戸
町
中
垣
内
）

山や
ま
も
と本　
幹み
き
お雄.

氏.（
物
集
女
町
堂
ノ
前
）

【
大
字
寺
戸
財
産
区
管
理
委
員
】

岡お
か
ざ
き﨑　

雄か
つ
よ
し至.

氏.（
寺
戸
町
北
垣
内
）

梶か
じ　
　

 
毅つ
よ
し.

氏.（
寺
戸
町
北
垣
内
）

立た
て
ぐ
ち口　

利と
し
は
る治.

氏.（
寺
戸
町
新
田
）

築つ
き
さ
か坂　

 

晃あ
き
ら.

氏.（
寺
戸
町
西
野
辺
）

長は
せ
が
わ

谷
川.

新し
ん
い
ち一.

氏.（
寺
戸
町
里
垣
内
）

長は
せ
が
わ

谷
川.

秀ひ
で
か
ず和.

氏.（
寺
戸
町
中
村
垣
内
）

山や
ま
も
と本　

 

實み
の
る .

氏.（
寺
戸
町
岸
ノ
下
）

【
副
市
長
】

鈴す
ず
き木　
英ひ
で
ゆ
き之　
氏.
（
京
都
市
下
京
区
）

中な
か
ち地　

則の
り
も
と元　

氏.
（
京
都
市
上
京
区
）

【
教
育
長
】

山や
ま
も
と本　
真し
ん
や也　
氏.

（
京
都
市
西
京
区
）
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一 般 質 問
主な質問と答弁

あなたも議会の傍聴をしませんか？
　本会議当日、受付で住所・氏名など記入の上、傍
聴券の交付を受けて入場することができます。
　ただし、体調が不良の場合は、傍聴をご遠慮いた
だいています。
　会議時間はいずれも午前10時からの予定です。ま
た、本会議は議場前の議会中継視聴室、東向日別館
３階のテレビモニターで生中継しています。
　一般質問発言通告表は、ホームページや公共施設
等で事前に公開されます。

　第２回定例会での一般質問は、６月８日、９日、
12日の３日間にわたり行われました。
　質問・答弁とも１人２問までに絞り、内容を要約
しましたが、詳しくは８月末頃、会議録に掲載され
ます。
　会議録は市役所、図書館のほか、インターネット
でも閲覧できます。

※質問の文責は議員にあります。

向日市議会ホームページへのアクセスは検索画面で
クリックを入力して 検索向日市議会

一般質問発言
通告表はこちら→

公
立
保
育
所
の 

主
食
提
供
に
つ
い
て

　

公
立
保
育
所
の
主
食
提

供
が
、
昨
年
度
に
大
山
崎

町
で
も
開
始
さ
れ
た
。
本

市
で
も
要
望
が
多
く
、
子

ど
も
た
ち
に
温
か
い
ご
は

ん
を
食
べ
さ
せ
て
あ
げ
た

い
と
考
え
る
。
実
施
し
て

頂
き
た
い
が
い
か
が
か
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
部
長　
主

食
を
提
供
す
る
場
合
、
炊

飯
器
や
食
器
消
毒
保
管
庫

な
ど
を
新
た
に
設
置
し
、

調
理
ス
ペ
ー
ス
や
人
員
の

確
保
が
必
要
で
あ
り
、
全

て
の
公
立
保
育
所
に
お
い

て
主
食
を
提
供
す
る
こ
と

が
困
難
で
あ
る
が
、
保
護

者
か
ら
の
要
望
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
３
歳
児
以
上
へ

の
主
食
の
提
供
に
つ
い
て

は
方
法
を
検
討
中
で
あ
る
。

高
齢
者
の
生
活
の 

足
の
確
保
に
つ
い
て

　

買
物
や
生
き
が
い
づ
く

り
な
ど
、
介
護
予
防
や
自

立
し
た
生
活
を
送
る
た
め
、

自
由
に
楽
し
く
外
出
し
た

い
高
齢
者
の
方
は
多
く
お

ら
れ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
高
齢
者
割
引
、
介

護
送
迎
車
の
よ
う
な
バ
ス

の
導
入
な
ど
高
齢
者
の
足

の
確
保
の
対
策
を
す
る
こ

と
に
つ
い
て
伺
う
。

建
設
部
長　
地
域
公
共
交

通
会
議
に
お
い
て
ご
議
論

い
た
だ
く
中
で
、
福
祉
バ

ス
な
ど
の
手
段
に
つ
い
て

検
討
す
る
こ
と
も
あ
り
得

る
。
移
動
し
や
す
く
暮
ら

し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
、
市
民
の
皆
様
の

移
動
手
段
の
確
保
に
努
め

た
い
。

○
そ
の
他
の
質
問

不
適
切
保
育
に
つ
い
て

補
聴
器
購
入
補
助
制
度
創

設
等
に
つ
い
て

本
市
の
子
ど
も
真
ん 

中
政
策
に
つ
い
て

　

市
長
は
、
子
育
て
支
援

を
進
め
、
子
育
て
世
帯
を

支
え
て
い
る
。
そ
こ
で
、

本
市
の
子
ど
も
真
ん
中
政

策
と
し
て
、
公
立
保
育
所

に
お
け
る
主
食
の
提
供
は

如
何
か
。
施
設
の
改
修
等

も
必
要
に
な
っ
て
く
る
が
、

本
市
の
未
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
た
め
、
保
護
者

負
担
軽
減
の
た
め
に
も
、

市
長
の
所
見
を
伺
う
。

市
長　
調
理
ス
ペ
ー
ス
の

確
保
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、

現
在
全
て
の
公
立
の
保
育

所
で
主
食
の
提
供
は
し
て

い
な
い
が
、
保
護
者
の
方

が
よ
り
働
き
や
す
い
環
境

を
整
え
、
子
育
て
世
帯
を

応
援
す
る
た
め
、
様
々
な

方
法
の
中
か
ら
良
い
方
法

を
検
討
し
、
３
歳
児
以
上

へ
の
主
食
の
提
供
の
早
期

実
現
に
向
け
て
努
め
る
。

窓
口
サ
ー
ビ
ス
の 

デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て

　

各
種
証
明
書
の
交
付
申

請
な
ど
、
様
々
な
書
類
に

手
書
き
す
る
必
要
が
あ
る

が
、
全
国
で
は
、
書
か
な

い
窓
口
の
導
入
が
増
加
し

て
い
る
。
窓
口
で
の
負
担

軽
減
や
業
務
も
高
効
率
と

な
る
も
の
と
思
う
。
既
に
、

多
く
の
自
治
体
で
導
入
さ

れ
て
い
る
が
、
本
市
も
導

入
す
る
の
は
如
何
か
。

総
務
部
長　
本
市
で
は
、

電
子
申
請
な
ど
窓
口
支
援

シ
ス
テ
ム
に
入
力
さ
れ
た

情
報
も
、
必
要
な
手
続
き

に
引
き
継
が
れ
る
仕
組
み

を
目
指
し
、
検
討
し
て
い

る
。
書
か
な
い
窓
口
は
府

内
の
他
の
自
治
体
で
既
に

導
入
し
は
じ
め
て
い
る
こ

と
か
ら
、
本
市
に
お
い
て

も
導
入
に
向
け
て
進
め
る
。

日本共産党議員団
北林智子議員

令和自民クラブ
天野俊宏議員
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー 

カ
ー
ド
に
つ
い
て

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

に
つ
い
て
は
、
マ
イ
ナ
ポ

イ
ン
ト
の
付
与
、
専
用
窓

口
な
ど
、
普
及
に
つ
い
て

様
々
な
取
り
組
み
が
進
ん

で
い
る
。
マ
イ
ナ
保
険
証

な
ど
で
、
デ
ジ
タ
ル
化
を

不
安
に
思
う
方
に
寄
り

添
っ
た
対
応
を
お
願
い
し

た
い
が
、
ご
見
解
を
お
尋

ね
す
る
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
部
長　
こ

れ
ま
で
か
ら
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
使
い
方
講
座
等

を
実
施
し
、
デ
ジ
タ
ル
格

差
の
解
消
や
、
窓
口
に
お

い
て
手
続
き
が
難
し
い
方

に
寄
り
添
っ
て
き
た
。
デ

ジ
タ
ル
手
続
き
の
対
応
を

専
門
と
す
る
職
員
の
採
用

も
含
め
て
検
討
し
、
市
全

体
で
適
切
な
支
援
及
び
情

報
提
供
を
継
続
し
て
い
く
。

聴
覚
障
が
い
の 

支
援
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
か
ら
長
岡
京

市
で
は
、
人
工
内
耳
用
電

池
や
体
外
装
置
等
に
つ
い

て
障
が
い
者
の
日
常
生
活

用
具
給
付
対
象
と
な
っ
て

お
り
、
18
歳
未
満
に
電
池

代
と
し
て
３
０
０
０
円
ま

で
、
人
工
内
耳
体
外
装
置

に
は
20
万
円
ま
で
の
支
援

が
行
わ
れ
て
い
る
。
本
市

と
し
て
ど
う
お
考
え
か
お

尋
ね
す
る
。

市
長　
人
工
内
耳
は
、
聴

覚
障
が
い
者
に
と
り
非
常

に
重
要
で
あ
り
、
特
に
児

童
に
と
っ
て
は
円
滑
な
意

思
疎
通
の
た
め
に
も
大
変

有
用
で
あ
る
。
人
工
内
耳

の
利
用
に
係
る
機
器
は
自

立
支
援
医
療
の
対
象
で
あ

る
が
、
他
の
自
治
体
も
参

考
に
し
、
児
童
の
ご
家
族

の
負
担
軽
減
に
取
り
組
む
。

○
そ
の
他
の
質
問

マ
イ
ナ
保
険
証
な
ど
に
つ

い
て

教
育
問
題
に 

つ
い
て

　

教
職
員
の
勤
務
実
態
調

査
で
、
長
時
間
労
働
の
常

態
化
が
教
員
の
な
り
手
不

足
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
と
指
摘
さ
れ
る
中
で
、

問
題
解
消
の
一
案
で
あ
る

部
活
動
の
地
域
移
行
へ
の

進
捗
状
況
と
、
本
市
へ
の

具
体
的
影
響
を
聞
く
。　

教
育
長　
昨
年
度
、
本
市

ス
ポ
ー
ツ
団
体
や
各
中
学

校
に
調
査
や
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
行
い
、
現
状
や
課
題
を

把
握
す
る
と
と
も
に
、
今

年
度
は
学
校
関
係
者
や
保

護
者
な
ど
か
ら
の
ご
意
見

を
う
か
が
う
た
め
、
向
日

市
部
活
動
地
域
移
行
懇
談

会
を
設
置
し
、
部
活
動
の

地
域
連
携
に
よ
り
、
学
校

の
働
き
方
改
革
に
も
つ
な

が
る
よ
う
期
待
し
て
い
る
。

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド 

設
置
に
つ
い
て

　

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
設

置
に
向
け
て
の
積
極
的
姿

勢
を
確
認
す
る
。

教
育
部
長　
多
目
的
グ
ラ

ウ
ン
ド
整
備
に
関
す
る

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を

設
置
し
、
他
自
治
体
の
調

査
を
実
施
し
た
。
都
市
基

盤
整
備
を
推
進
す
る
中
で
、

候
補
地
選
定
や
土
地
の
確

保
に
向
け
た
交
渉
を
行
い
、

土
地
の
確
保
と
整
備
に
取

り
組
む
。

○
そ
の
他
の
質
問

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

住
民
訴
訟
に
つ
い
て

向
日
町
競
輪
場
の 

活
用
に
つ
い
て

　

存
続
が
決
ま
っ
た
向
日

町
競
輪
場
の
活
用
に
つ
い

て
現
時
点
で
の
市
長
の
想

い
を
伺
う
。

市
長　
「
競
輪
場
が
向
日

市
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
よ

う
な
施
設
に
な
っ
て
ほ
し

い
」
と
の
想
い
か
ら
、
屋

根
付
き
の
施
設
の
誘
致
や
、

交
通
渋
滞
へ
の
対
策
な
ど

に
つ
い
て
も
、
京
都
府
が

策
定
さ
れ
る
基
本
構
想
の

中
に
盛
り
込
み
、
地
域
一

帯
が
活
力
の
あ
ふ
れ
る
魅

力
的
な
地
域
と
な
る
よ
う
、

府
に
要
望
し
て
い
き
た
い
。

市
民
温
水
プ
ー
ル

に
つ
い
て

　
「
市
民
温
水
プ
ー
ル
あ

り
方
検
討
会
議
」
市
民
公

募
委
員
の
応
募
状
況
と
選

考
結
果
、
そ
し
て
応
募
さ

れ
た
方
の
考
え
に
つ
い
て

伺
う
。

副
市
長　
４
名
の
方
か
ら

応
募
を
い
た
だ
き
、
全
員

に
市
民
公
募
委
員
に
就
任

し
て
い
た
だ
く
。
存
続
に

向
け
た
ご
意
見
が
あ
る
一

方
、
存
続
に
懐
疑
的
な
ご

意
見
や
民
間
施
設
と
の
共

同
利
用
な
ど
広
い
視
野
の

ご
意
見
も
あ
り
、
し
っ
か

り
と
ご
議
論
い
た
だ
け
る

も
の
と
存
じ
て
い
る
。

公明党議員団
長尾美矢子議員

ＭＵＫＯクラブ
太田秀明議員

令和新政クラブ
上田雅議員
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固
定
資
産
税
の
収
入 

見
込
み
に
つ
い
て

　

森
本
東
部
地
区
に
工
場

建
設
を
進
め
ら
れ
て
い
る
。

日
に
日
に
変
わ
っ
て
い
く

ま
ち
の
姿
に
市
民
の
声
を

お
聞
き
す
る
が
、
完
成
し

て
い
る
Ｃ
棟
は
じ
め
残
る

Ａ
及
び
Ｂ
棟
、
研
究
棟
と

高
層
の
社
屋
ビ
ル
が
建
つ

計
画
と
な
っ
て
い
る
。
固

定
資
産
税
の
税
収
を
見
込

ん
で
い
る
の
か
問
う
。

環
境
経
済
部
長　
当
該
区

域
に
つ
い
て
は
、
令
和
５

年
度
課
税
分
か
ら
増
収
の

見
込
み
と
な
っ
て
お
り
、

当
該
事
業
の
完
了
及
び
家

屋
の
建
設
後
に
は
、
固
定

資
産
税
は
飛
躍
的
に
増
加

す
る
も
の
と
考
え
て
い
る

が
、
現
時
点
で
固
定
資
産

税
の
税
収
見
込
額
を
算
出

す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
可

能
と
な
っ
た
と
し
て
も
法

律
上
お
答
え
で
き
な
い
。

「
ぐ
る
っ
と
む
こ
う

バ
ス
」
予
算
増
額
を

　

バ
ス
を
利
用
さ
れ
て
い

な
い
方
の
意
見
は
、
運
行

時
間
帯
に
ば
ら
つ
き
を
無

く
す
こ
と
、
１
時
間
１
便

の
運
行
と
運
行
コ
ー
ス
を

左
右
回
り
と
す
べ
き
。
西

向
日
駅
辺
り
か
ら
市
役

所
・
市
民
会
館
に
向
か
う

改
善
が
必
要
で
あ
る
。
思

い
切
っ
て
コ
ミ
バ
ス
事
業

予
算
を
増
額
す
べ
き
で
あ

る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

建
設
部
長　
一
定
の
間
隔

で
の
運
行
に
は
、
運
転
手

の
確
保
や
運
行
経
費
の
増

大
な
ど
、
多
く
の
課
題
が

あ
る
。
コ
ミ
バ
ス
の
左
右

両
回
り
運
行
は
長
き
に
渡

り
地
域
公
共
交
通
会
議
で

ご
議
論
い
た
だ
い
て
き
た

が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
実

現
に
至
っ
て
い
な
い
。

○
そ
の
他
の
質
問

地
方
交
付
税
交
付
金
は

向
日
台
住
宅
建
替
え
説
明

会
と
住
民
の
相
談
窓
口
を

議
会
へ
の
ホ
ウ
レ
ン

ソ
ウ
の
強
化
を
！

　

安
田
市
政
は
あ
ま
り
に

早
く
業
績
を
あ
げ
て
い
る

の
で
早
く
広
報
で
伝
達
す

る
こ
と
が
大
事
だ
。
去
年
、

お
う
え
ん
ク
ー
ポ
ン
や
西

向
日
駅
前
整
備
等
の
請
願

が
あ
っ
た
が
、
お
う
え
ん

ク
ー
ポ
ン
は
地
域
の
小
売

商
店
を
助
け
る
目
的
で
あ

る
こ
と
や
、
西
向
日
駅
前

は
良
く
な
る
こ
と
が
既
に

決
ま
っ
て
い
た
こ
と
等
を

伝
え
誤
解
が
な
い
よ
う
に

し
て
い
く
べ
き
で
は
な

か
っ
た
か
？

市
長　

市
議
会
へ
の
報

告
・
連
絡
・
相
談
、
い
わ

ゆ
る
報ホ

ウ
連レ

ン
相ソ

ウ
に
つ
い
て
は
、

市
が
実
施
す
る
施
策
に
関

し
て
、
逐
次
、
明
確
に
お

伝
え
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

今
後
は
報ホ

ウ
連レ

ン
相ソ

ウ
の
徹
底
に

努
め
、
市
議
会
の
皆
様
方

と
、
的
確
に
情
報
共
有
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

動
物
と
の
共
生
で 

国
保
料
を
減
ら
そ
う
！

　

犬
や
猫
を
飼
っ
て
い
る

高
齢
者
は
飼
っ
て
い
な
い

人
に
比
べ
介
護
費
が
半
額

で
あ
る
の
で
、
北
欧
の
よ

う
に
、
地
域
の
ホ
ー
ム
に

ペ
ッ
ト
も
入
れ
て
欲
し
い

が
ど
う
か
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
部
長.

ペ
ッ
ト
と
の
入
所
は
利
用

者
に
非
常
に
有
意
義
だ
が
、

職
員
の
業
務
負
担
や
施
設

の
衛
生
管
理
等
か
ら
今
す

ぐ
の
実
現
は
困
難
と
伺
っ

て
い
る
。
今
後
施
設
側
に

動
物
と
共
生
で
き
る
環
境

が
整
え
ら
れ
た
際
に
、

ペ
ッ
ト
と
の
入
所
も
検
討

し
て
い
た
だ
く
よ
う
働
き

か
け
た
い
。

○
そ
の
他
の
質
問

チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
問
題

不
登
校
の
原
因
に
な
る
起

立
性
調
整
障
害
に
つ
い
て

放
置
竹
林
対
策
・ 

整
備
に
つ
い
て

　

向
日
市
の
放
置
竹
林
率

は
約
30
％
（
２
０
２
０
年

向
日
市
調
べ
）、
農
家
の

方
々
の
尽
力
や
市
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
事
業
、
市
民
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
等
々

に
よ
り
、
荒
れ
た
竹
林
が

地
道
に
整
備
さ
れ
て
き
て

い
る
状
況
で
あ
る
と
考
え

る
。
今
後
、
更
に
整
備
を

進
め
る
た
め
の
取
組
み
に

つ
い
て
伺
う
。

環
境
経
済
部
長　
市
内
に

は
多
く
の
放
置
竹
林
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
多
く
の
方

に
竹
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
ご
参
加
い
た
だ
け
る

よ
う
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

広
報
で
広
く
周
知
し
、
今

後
は
新
た
な
場
所
で
竹
林

整
備
を
行
え
る
体
制
を
構

築
し
、
活
動
を
拡
大
し
て

ま
い
り
た
い
。

「
竹
の
里
・
乙
訓
」 

に
つ
い
て

　

コ
ロ
ナ
に
よ
る
行
動
制

限
も
緩
和
・
撤
廃
さ
れ
、

再
び
、
旅
行
や
外
出
が
活

発
に
な
っ
て
い
る
。
今
後

の
観
光
施
策
や
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
、
本
市
の
考

え
を
伺
う
。

ふ
る
さ
と
創
生
推
進
部
長　

京
都
府
を
中
心
に
、
乙
訓

２
市
１
町
連
携
の
も
と
、

広
域
的
か
つ
戦
略
的
な
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

今
後
も
地
域
と
連
携
を
図

り
、
鉄
道
駅
か
ら
観
光
ス

ポ
ッ
ト
で
あ
る
竹
の
径
ま

で
が
線
で
繋
が
る
周
遊
プ

ラ
ン
を
し
っ
か
り
と
Ｐ
Ｒ

し
て
ま
い
り
た
い
。

○
そ
の
他
の
質
問

向
日
丘
陵
の
全
体
構
想

竹
林
関
係
人
口
増
加
策

「
竹
の
径
」
に
つ
い
て

令和自民クラブ
石田眞由美議員

日本共産党議員団
丹野直次議員

会派に属さない議員
飛鳥井佳子議員
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今
後
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

の
取
り
組
み
は

　

現
在
、
日
本
は
年
間
で

12
億
ト
ン
を
超
え
る
温
室

効
果
ガ
ス
を
排
出
し
て
い

る
。
政
府
は
２
０
５
０
年

ま
で
に
、
実
質
ゼ
ロ
を
目

指
し
て
い
て
、
本
市
も
昨

年
10
月
に
ゼ
ロ
宣
言
を
発

表
し
た
。
本
市
と
し
て
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
「
オ
ー
ル
向
日

市
」
で
太
陽
光
発
電
設
備

導
入
な
ど
に
よ
る
創
エ
ネ

ル
ギ
ー
化
と
建
築
物
の
Ｚ

Ｅ
Ｈ
、
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
、
Ｌ
Ｅ

Ｄ
照
明
や
家
庭
用
燃
料
電

池
な
ど
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

化
に
関
す
る
事
業
を
加
速

し
重
点
的
に
取
り
組
ん
で

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

○
そ
の
他
の
一
般
質
問

市
道
路
の
安
全
対
策
に
つ

い
て

コ
ロ
ナ
後
の
観
光

推
進
に
つ
い
て

　

政
府
は
、
５
月
８
日
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
法
上
の
位
置
付
け
を

５
類
に
引
き
下
げ
た
。
コ

ロ
ナ
感
染
収
束
に
伴
い
、

国
民
の
約
半
数
が
国
内
旅

行
を
望
ん
で
い
る
調
査
報

告
が
あ
る
。

　

本
市
に
と
っ
て
工
夫
次

第
で
多
く
の
注
目
と
集
客

が
見
込
め
る
と
考
え
る
。

本
市
の
地
域
資
源
を
活
用

し
た
体
験
型
観
光
に
つ
い

て
の
考
え
を
伺
う
。

ふ
る
さ
と
創
生
推
進
部
長　

本
市
で
は
、
タ
ケ
ノ
コ
掘

り
体
験
ツ
ア
ー
が
実
施
さ

れ
て
い
る
が
、
現
状
で
は
、

市
全
体
の
経
済
活
性
化
に

つ
な
が
る
規
模
で
の
実
施

は
叶
わ
な
い
。
今
後
、
本

市
の
産
業
活
性
化
に
つ
な

が
る
仕
組
み
作
り
が
重
要

と
考
え
て
お
り
、
観
光
協

会
や
商
工
会
と
連
携
し
、

有
効
な
体
験
型
観
光
に
つ

い
て
協
議
し
て
い
き
た
い
。

公明党議員団
福田正人議員

不
要
な
コ
ロ
ナ
対
策 

備
品
に
つ
い
て

　

５
月
８
日
か
ら
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
２
類

か
ら
５
類
に
移
行
に
な
っ

た
。
不
要
と
な
る
ア
ク
リ

ル
板
は
市
で
廃
棄
か
、
再

利
用
か
、
ど
こ
か
に
保
管

す
る
の
か
。
市
民
に
無
償

で
提
供
す
れ
ば
処
分
費
は

か
か
ら
な
い
。
見
解
を
訊

く
。

市
長　
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

は
不
特
定
多
数
の
方
が
利

用
さ
れ
る
窓
口
に
は
配
置

を
続
け
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を

活
用
し
購
入
し
た
こ
と
か

ら
、
簡
単
に
処
分
で
き
な

い
。
不
測
の
事
態
に
対
応

で
き
る
よ
う
、
適
切
に
保

管
管
理
し
て
い
き
た
い
。

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の 

支
援
に
つ
い
て

　

現
在
、
不
登
校
児
童
生

徒
が
通
う
施
設
で
出
席
扱

い
に
な
る
所
が
市
内
で
３

か
所
存
在
す
る
。
出
席
扱

い
に
な
る
受
け
皿
を
更
に

増
や
し
、
専
門
分
野
に
長

け
た
人
材
を
派
遣
し
、
子

ど
も
た
ち
に
幸
せ
な
生
活

を
提
供
す
る
こ
と
が
大
事

で
あ
る
。
見
解
を
訊
く
。

教
育
長　
本
市
に
お
い
て

は
、「
ひ
ま
わ
り
広
場
」
を

開
設
し
、
学
校
へ
の
復
帰

や
希
望
進
路
の
実
現
に
つ

な
げ
て
お
り
、
指
導
員
を

確
保
し
て
い
る
。
民
間
施

設
は
独
自
の
方
針
で
運
営

さ
れ
て
お
り
、
市
の
管
理

が
及
ぶ
市
費
に
よ
る
派
遣

は
主
体
性
を
尊
重
す
る
観

点
か
ら
難
し
い
と
考
え
る
。

市
長
が
め
ざ
す
子
ど
も
・ 

子
育
て
支
援
は

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

は
、
日
本
社
会
の
最
優
先

課
題
だ
。
一
方
、
市
長
の

選
挙
公
約
で
は
、
具
体
的

な
子
育
て
支
援
施
策
が
ほ

と
ん
ど
触
れ
ら
れ
な
か
っ

た
の
は
残
念
だ
。
市
長
は
、

任
期
の
４
年
間
で
、
ど
の

よ
う
な
施
策
の
実
現
を
め

ざ
そ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

市
長　
現
在
、
国
に
お
い

て
、
今
後
３
年
間
で
取
り

組
む
「
こ
ど
も
・
子
育
て

政
策
と
そ
の
将
来
像
」
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
今
後
の
国
の
動

向
を
注
視
し
、
国
に
お
い

て
策
定
さ
れ
る
「
こ
ど
も

大
綱
」
等
を
踏
ま
え
、
単

費
で
実
行
可
能
な
こ
と
を

精
査
し
、
公
平
・
公
正
な

子
育
て
支
援
施
策
を
実
施

し
て
い
く
。

「
子
ど
も
の
居
場
所 

づ
く
り
」
に
つ
い
て

　

４
月
１
日
か
ら
「
こ
ど

も
基
本
法
」
が
施
行
さ
れ
、

基
本
方
針
の
中
で
、
子
ど

も
が
安
全
・
安
心
に
過
ご

せ
る
「
子
ど
も
の
居
場
所

づ
く
り
」
の
重
要
性
が
示

さ
れ
た
。
向
日
市
に
は
、

そ
う
し
た
場
所
が
少
な
い

た
め
、
市
民
の
取
り
組
み

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
向

日
市
は
ど
う
取
り
組
む
考

え
か
？

市
民
サ
ー
ビ
ス
部
長　
本

市
が
居
場
所
の
主
体
と
な

る
の
で
は
な
く
、
市
民
や

民
間
団
体
が
実
施
す
る
取

組
み
に
対
し
、
団
体
間
の

連
携
や
、
活
動
の
広
報
な

ど
、
子
ど
も
家
庭
総
合
支

援
拠
点
で
あ
る
子
ど
も
家

庭
課
で
支
援
の
役
割
を
果

た
し
て
ま
い
り
た
い
。

○
そ
の
他
の
一
般
質
問

向
日
市
の
事
業
系
一
般
廃

棄
物
収
集
運
搬
に
つ
い
て

ＭＵＫＯクラブ
和島一行議員

会派に属さない議員
杉谷伸夫議員
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ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
を 

目
指
す
本
市
の 

社
会
的
責
任
に
つ
い
て

　

近
年
、
地
区
計
画
に
よ

る
開
発
で
多
く
の
水
田
が

消
失
し
た
。
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
を
目
指
す
う
え
で
ヒ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
抑
制
や

カ
ー
ボ
ン
吸
収
の
面
で
水

田
は
極
め
て
重
要
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
代

わ
る
緑
地
の
確
保
は
必
須

と
考
え
る
が
如
何
か
。

副
市
長　
本
市
は
人
口
密

度
が
高
い
こ
と
、
二
酸
化

炭
素
を
吸
収
す
る
広
い
森

林
も
な
い
こ
と
か
ら
、
温

室
効
果
ガ
ス
を
吸
収
す
る

緑
地
面
積
を
少
し
で
も
確

保
す
る
こ
と
は
極
め
て
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

街
路
樹
の
確
保
は

　

本
市
の
都
市
計
画
道
路

の
街
路
樹
の
割
合
が
、
他

市
に
比
べ
て
少
な
い
と
思

わ
れ
る
が
如
何
か
。

市
長　
議
員
ご
指
摘
の
と

お
り
で
あ
り
、
道
路
に
も

街
路
樹
を
植
栽
し
、
休
憩

や
憩
え
る
ス
ペ
ー
ス
の
設

置
に
つ
い
て
検
討
す
る
よ

う
指
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
本
年
度
か
ら
実
施
す

る
都
市
計
画
道
路
の
整
備

で
生
じ
る
余
剰
地
に
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
の
他

の
道
路
に
お
い
て
も
、
街

路
樹
を
積
極
的
に
植
栽
し
、

道
路
利
用
者
が
憩
え
る
よ

う
な
空
間
の
整
備
に
取
り

組
む
。

令和自民クラブ
永井照人議員

給
食
食
材
の 

安
全
性
に
つ
い
て

　

学
校
給
食
の
食
材
に
つ

い
て
は
、
公
益
財
団
法
人

京
都
府
学
校
給
食
会
で
残

留
農
薬
検
査
、
異
物
除
去
、

京
都
産
の
食
材
な
ど
、
流

通
も
含
め
管
理
と
提
供
に

努
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
食
材
の
高
騰
な

ど
で
低
品
質
な
も
の
に
向

い
て
い
な
い
か
、
市
と
し

て
確
認
い
た
だ
き
た
い
が
、

ど
う
か
。

教
育
部
長　
食
材
の
物
価

高
騰
が
原
因
で
、
提
供
す

る
商
品
の
品
質
を
落
と
す

こ
と
は
な
い
と
伺
っ
て
い

る
が
、
食
材
が
納
入
さ
れ

る
際
に
は
、
商
品
に
鮮
度

不
良
や
異
物
混
入
な
ど
の

異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認

す
る
と
と
も
に
、
商
品
の

包
装
状
態
、
保
存
時
の
温

度
確
認
と
い
っ
た
検
収
を

実
施
し
、
品
質
管
理
に
努

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

実
現
に
向
け
て

　
２
０
３
０
年
度
に
向
け

て
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

を
46
％
削
減
す
る
こ
と
を

目
標
に
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
を
実
現
す
る
に
は

市
の
積
極
的
な
取
り
組
み

と
市
民
の
協
力
が
欠
か
せ

な
い
。
小
中
学
校
で
の
環

境
教
育
は
ど
の
よ
う
に
進

め
ら
れ
て
い
る
か
。

教
育
長　
本
市
の
各
小
中

学
校
に
お
い
て
は
、
発
達

段
階
に
応
じ
て
社
会
科
や

理
科
を
中
心
と
し
た
教
科

学
習
を
は
じ
め
、
総
合
的

な
学
習
の
時
間
及
び
特
別

活
動
に
お
い
て
環
境
学
習

を
進
め
て
い
る
。
関
係
部

署
と
連
携
を
図
り
、
環
境

教
育
の
充
実
に
取
り
組
む
。

○
そ
の
他
の
一
般
質
問

学
校
給
食
の
無
償
化

中
高
年
シ
ン
グ
ル
女
性
へ

の
支
援

安
心
安
全
な
水
道
水
を 

供
給
す
る
た
め
に

　

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ

は
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
の

一
種
で
、
泡
消
火
剤
、
半

導
体
や
自
動
車
の
部
品
な

ど
様
々
な
製
品
に
用
い
ら

れ
て
い
た
が
現
在
は
使
用

が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ

は
分
解
さ
れ
ず
長
期
間
環

境
に
残
留
す
る
た
め
、
体

内
に
入
る
と
脂
質
異
常
症

や
腎
臓
が
ん
、
乳
児
・
胎

児
の
発
達
へ
の
影
響
が
示

唆
さ
れ
て
お
り
、
今
後
明

ら
か
に
な
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。

　

水
道
水
に
混
入
し
た
時
、

取
り
除
く
こ
と
が
で
き
る

の
か
お
聞
き
す
る
。

市
長　

一
般
的
に
有
機

フ
ッ
素
化
合
物
に
つ
い
て

は
、
活
性
炭
に
よ
る
除
去

が
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て

い
る
。

　
し
か
し
、
本
市
が
供
給

す
る
水
道
水
に
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ

及
び
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
は
、
検
出

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

現
時
点
で
は
こ
れ
ら
の
物

質
を
取
り
除
く
必
要
は
な

い
も
の
と
認
識
し
て
い
る

が
、
今
後
、
定
時
検
査
に

お
い
て
国
が
定
め
る
目
標

値
を
上
回
る
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
及

び
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
が
検
出
さ
れ

る
恐
れ
が
あ
れ
ば
、
除
去

に
つ
い
て
も
検
討
し
て
参

り
た
い
。

会派に属さない議員
村田光隆議員

日本共産党議員団
常盤ゆかり議員
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阪
急
東
向
日
駅

周
辺
に
賑
わ
い
を

　

東
向
日
駅
周
辺
が
銀
行

も
撤
退
、
市
長
が
阪
急
と

交
渉
し
て
い
る
が
、
話
し

合
い
も
変
化
な
し
。
市
民

か
ら
は
「
ど
ん
ど
ん
寂
れ

て
き
た
。
Ｊ
Ｒ
向
日
町
や

阪
急
洛
西
口
周
辺
に
は
力

を
注
ぐ
の
に
、
市
長
は
阪

急
に
弱
腰
な
の
か
」
の
声
。

ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

市
長　
駅
前
広
場
の
整
備

に
つ
い
て
は
土
地
を
所

有
・
管
理
す
る
阪
急
電
鉄

の
合
意
が
必
要
で
あ
る
た

め
、
毎
年
同
社
役
員
に
対

し
駅
前
広
場
の
整
備
の
必

要
性
を
訴
え
続
け
て
お
り
、

少
し
ず
つ
、
今
の
駅
前
整

備
の
課
題
に
つ
い
て
共
有

で
き
つ
つ
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
が
、
現
在
の
と
こ

ろ
合
意
形
成
に
は
至
っ
て

い
な
い
。

市
の
駐
車
場
を
有
料 

か
ら
無
料
に
戻
せ

　

役
所
本
庁
や
・
市
民
会

館
・
ま
ち
テ
ラ
ス
Ｍ
Ｕ
Ｋ

Ｏ
の
駐
車
場
は
す
べ
て
１

時
間
超
え
た
ら
有
料
。
市

民
か
ら
「
図
書
館
や
文
化

資
料
館
や
ま
ち
テ
ラ
ス
Ｍ

Ｕ
Ｋ
Ｏ
な
ど
ゆ
っ
く
り
行

こ
う
と
思
っ
て
も
駐
車
場

が
有
料
に
な
り
足
が
遠
の

く
」
な
ど
の
声
。
駐
車
場

を
無
料
、
も
し
く
は
せ
め

て
２
時
間
・
３
時
間
・
４

時
間
位
ま
で
無
料
に
。

総
務
部
長　
無
料
化
と
な

れ
ば
長
時
間
の
駐
車
が
増

え
本
来
必
要
と
す
る
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
を
招
く
こ
と

が
考
え
ら
れ
、
公
共
施
設

利
用
の
減
少
や
近
隣
駐
車

場
の
民
営
圧
迫
を
生
む
可

能
性
も
あ
り
、
１
時
間
を

超
え
た
利
用
を
無
料
に
す

る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

○
そ
の
他
の
一
般
質
問

産
後
ケ
ア
の
利
用
料
軽
減

と
通
院
も
利
用
を

市
民
会
館
使
用
の
改
善
を

議
会
の
う
ご
き

４
月

10
日　
会
派
代
表
者
会
議

13
日　
近
畿
市
議
会
議
長
会
（
大
阪
市
）

25
日　
議
会
運
営
委
員
会

５
月

９
日　
乙
訓
市
町
議
会
議
長
会
（
京
都
市
）

22
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
会
派
代
表
者
会
議

　
　
　
ま
ち
づ
く
り
特
別
委
員
会

26
日　
山
城
地
区
議
長
連
絡
協
議
会
（
宇
治
田
原
町
）

29
日　
本
会
議　
第
１
日
（
第
２
回
定
例
会
）

　
　
　
議
員
全
員
協
議
会

　
　
　
議
員
互
助
会
総
会

　
　
　
向
日
市･

国
際
交
流
促
進
議
会
議
員
連
盟
総
会

　
　
　

.

向
日
市･

歴
史
ま
ち
づ
く
り
促
進
議
会
議
員
連
盟
総
会

６
月

１
日　
京
都
府
市
議
会
議
長
会
（
福
知
山
市
）

７
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

８
日　
本
会
議　
第
２
日
（
一
般
質
問
）

９
日　
本
会
議　
第
３
日
（
一
般
質
問
）

12
日　
本
会
議　
第
４
日
（
一
般
質
問
）

　
　
　
議
案
審
議
の
あ
り
方
検
討
特
別
委
員
会

13
日　
全
国
市
議
会
議
長
会
（
東
京
都
）

14
日　
全
国
市
議
会
議
長
会
（
東
京
都
）

15
日　
厚
生
常
任
委
員
会

16
日　
建
設
環
境
常
任
委
員
会

20
日　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

22
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
ま
ち
づ
く
り
特
別
委
員
会

23
日　
本
会
議　
最
終
日

27
日　
乙
訓
環
境
衛
生
組
合
議
会

28
日　
乙
訓
福
祉
施
設
事
務
組
合
議
会

29
日　
乙
訓
消
防
組
合
議
会

日本共産党議員団
山田千枝子議員

国
保
料
１
家
庭
１
万
円

の
保
険
料
軽
減
を

　

向
日
市
は
府
内
で
２
番

目
に
高
い
保
険
料
で
あ
る
。

物
価
が
高
騰
す
る
中
で
年

金
生
活
者
、
非
正
規
労
働

者
、
所
得
の
低
い
人
が
多

く
加
入
す
る
国
民
健
康
保

険
加
入
者
へ
の
支
援
が
必

要
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

市
長　
保
険
料
の
軽
減
に

つ
い
て
は
社
会
保
障
施
策

と
し
て
国
が
全
国
一
律
に

行
う
べ
き
も
の
と
考
え
て

い
る
。
現
在
の
状
況
に
お

い
て
こ
の
軽
減
を
実
施
す

る
場
合
、
歳
入
不
足
を
補

填
す
る
た
め
に
不
適
切
な

財
政
運
営
が
避
け
ら
れ
な

い
こ
と
か
ら
、
市
独
自
で

保
険
料
の
軽
減
を
実
施
す

る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

京
都
府
営
水
道 

ビ
ジ
ョ
ン（
第
２
次
）

　

府
営
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
は

市
町
村
に
広
域
化
を
押
し

つ
け
よ
う
と
し
て
い
る
が
、

向
日
市
は
ど
の
よ
う
に
受

け
止
め
、
ど
の
よ
う
な
影

響
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

の
か
。

上
下
水
道
部
長　

広
域

化
・
広
域
連
携
を
目
指
す

方
向
性
は
、
将
来
的
に
は

検
討
す
る
こ
と
も
必
要
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る

が
、
一
律
に
進
め
る
べ
き

で
は
な
い
。
本
市
の
現
在

の
状
況
を
勘
案
す
る
と
、

第
２
次
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

に
よ
る
本
市
へ
の
影
響
は

な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

○
そ
の
他
の
一
般
質
問

市
民
温
水
プ
ー
ル
の
再
開

と
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て

日本共産党議員団
佐藤新一議員
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　本特別委員会は、本市で、まちづくりに関する大きな事業が多数検討・進行中であることから、これら
に関して調査研究を行うことを目的として令和元年８月に設置されました。令和３年８月の役員改選後は、
設置目的に新型コロナウイルス感染症対策に関すること及び公共施設のあり方に関することの調査研究を
加え、定例会毎に委員会を開催しました。取り上げた主な施設・事業は以下のとおりです。
○ゆめパレアむこう（向日市健康増進センター及び向日市民温水プール）
○JR向日町駅東口開設推進事業　　　　　○阪急洛西口駅西地区まちづくり事業
○新型コロナウイルス感染症対策について（ワクチン接種の取り組み状況、保育所・学校への影響について　他）
○向日町競輪場について
　これらのことについて所管の部局から説明を受け、事業の進捗状況や今後の見通し、直面している課題
などを市長部局と議会とで共有しました。
　８月で任期満了を迎えるため、６月22日の特別委員会においてこれまでの経過を取りまとめ、議長へ
報告することといたしました。

まちづくり特別委員会まちづくり特別委員会

特別委員会の経過報告特別委員会の経過報告

　本特別委員会は、令和３年８月２日の臨時会での役選により全議員を委員とし、議案審議のあり方につ
いて検討することとし、今日まで取り組んできました。
　まず初めに、予算決算審議に当たり事業の概要や進捗状況が確認できる資料を提供することについて検
討いただくよう市長部局に申し入れを行いました。これに対して主要事業調書や参考資料、事務報告書へ
の主要事業の記載など工夫を重ねてきており、今後においても事務報告書の記載方法など工夫をしていき
たいとの回答がありました。
　次に、予算・決算審査に係る特別委員会の設置について協議を行いました。京都府内の他市の状況等を調
査・研究しつつ本市にとって最適な方法を検討してきました。その結果、予算・決算ともその審査に係る特別委
員会を設置することとし、詳細については改選後の新たな議員による特別委員会で検討することを決定しました。
　これまでの確認事項や経過を取りまとめ、議長へ報告することといたしました。

議案審議のあり方検討特別委員会議案審議のあり方検討特別委員会

　本特別委員会は、令和３年８月２日の役員改選により現在の委員で、「市議会議員選挙日程の検討」をは
じめ、議会改革に関する様々な事項を幅広く検討することとし、今日まで取り組んできました。
　検討を重ねた項目は数多くありますが、社会全体において急速なデジタル化が進められている状況に対
応するため、インターネットを利用して情報収集できるよう「政務活動費の領収書のインターネット公
開」の実施が決まり、「常任委員会会議録のインターネット公開」は、実施に向けた具体策の検討を行なっ
ていくことになりました。
　また、議場内質問席の設置、公民館・コミセンで議会報告会を開くこと、意見書の委員会付託、特別委
員会のインターネット配信等について検討を重ねましたが、８月で任期満了を迎えるため、これまでの確
認事項や経過を取りまとめ、議長へ報告しました。

議会活性化特別委員会議会活性化特別委員会
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請願の処理経過及び結果について（報告）
　令和４年第４回定例会で採択され、市長に報告を求めていた請願について、令和５年第
１回定例会に次のとおり報告がありましたので、その要旨をお知らせします。

　（前略）また、私立幼稚園に対しましては、環境・設備整備に関する補助制度として、設備費補助金
を交付してきたところ、市独自の制度として、令和２年度から教材教具購入補助金を新たに設け、補助
金の拡充に努めているところであります。私立幼稚園健康診断補助金につきましては、さらに新たな補助
制度となるため、現在、他の自治体の状況や京都府私学運営費補助金との関係など、調査を行っている
ところであり、当該補助金の制度化について検討してまいります。私立幼稚園のICT化の支援につきまし
ては、京都府において、ICTの活用による教育の質の向上を図るために必要な費用として、すでに最大
75万円の補助制度があることから、市独自に新たな補助制度を創設することは難しいと考えております。
２歳児への幼児教育を行う幼稚園への補助金につきましては、待機児童対策として、保護者の就労等の
理由により保育が必要な２歳児の子ども（３号認定子ども）の預かり事業について、私立幼稚園に対す
る補助事業を令和元年度から実施しております。（中略）児童発達支援センターの運営体制や具体的な業
務内容等については、今後、長岡京市が京都府とも連携しながら、事業予定者と協議した上で決定しま
すが、幼稚園を含めた各関係機関との連携体制につきましても、乙訓２市１町で協議、検討してまいり
たいと考えております。また、引き続き、幼児を健やかに育む幼児教育の振興に努めてまいります。

請願第３号【抜粋】
　私立幼稚園幼児教育振興助成に関する請願

　「向日市おうえん割引クーポン」事業は、市内の小規模事業者の皆様が、新型コロナウイルス
感染症の長期化と、現在の原油価格・物価高騰を乗り越えることができるよう、消費喚起によっ
て、小規模事業者の皆様を応援し、あわせて市民生活も支援する、本市独自の経済対策でありま
す。「向日市おうえん割引クーポン」事業の取扱事業者の範囲は、主な目的が「市内の小規模事業
者の支援」であること、また、事業の対象にフランチャイズ・チェーン店を含める場合、公平性
を確保するため、市内全てのフランチャイズ・チェーン店を対象とする必要があり、令和元年度
に実施した「向日市プレミアム付商品券」事業の実績を踏まえますと、小規模事業者の支援とい
う本来の目的が達成できなくなることから、大変心苦しいところではありましたが、熟慮の上、
決定したものであります。（中略）いずれにいたしましても、コロナ禍の長期化と、物価高・資源
高の影響を受ける地域経済の活性化は極めて重要であり、今後「向日市おうえん割引クーポン」
のような事業を実施する場合には、請願の内容を踏まえつつ、また先ほど申し上げた小規模事業
者の皆様への影響を考慮しながら、実施方法について慎重に検討してまいりたく存じます。

請願第５号【抜粋】
　向日市おうえん割引クーポン券がより使いやすくなることを求める請願

　阪急西向日駅へのぐるっとむこうバスの乗り入れにつきましては、駅周辺にお住まいの方々だ
けでなく、駅を利用される方々の利便性が向上するとともに、ぐるっとむこうバスの利用促進に
も繋がることから、かねてから市としても必要であると考えており、市議会をはじめ多くの市民の
皆様からも強い要望をお聞きしてきたところであります。（中略）一方、これまでから、駅利用者を
はじめとする道路利用者の安全確保のため、京都府に対し、大極殿交差点から駅までの府道志水
西向日停車場線の整備を要望してきたところであり、その府道整備とあわせて、ぐるっとむこう
バスの乗り入れについても可能となる道路計画となるよう要望してまいりました。この要望を受け、
府におかれては、駅前でバスが転回できる広場も含めた整備計画を立てられたところであり、加
えて、本年１月に開催した本市の地域公共交通会議では、この整備計画について説明をいただき
ました。今後におきましては、府による道路や広場の整備の進捗に合わせて、本市においても阪急
西向日駅へのぐるっとむこうバスのルート変更について地域公共交通会議に諮ってまいります。

請願第６号【抜粋】
　阪急西向日駅前に「ぐるっとむこうバス」のバス停設置を求める請願

令和５年（2023年）８月５日. 向日市議会だより. 第.253.号　（10）
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令和５年第２回定例会

○＝賛成、×＝反対、退＝退席、除＝除斥、欠＝欠席　※議長（冨安）は、可否同数以外は採決に加わりません。

番号 件　　名 議決 
結果

日本共産党
議員団

令和自民
クラブ

公明党 
議員団

MUKO 
クラブ

令和新政
クラブ 無会派

丹
野
北
林
山
田
常
盤
佐
藤
石
田
天
野
永
井
福
田
冨
安
長
尾
太
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小
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谷
飛
鳥
井
村
田
松
本

賛否が分かれた（除斥含む）議案等
議案
42

専決処分の承認を求めることについて
（令和４年度向日市一般会計補正予算（第10号）） 承認 × × × × × ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
44

専決処分の承認を求めることについて
（令和５年度向日市一般会計補正予算（第１号）） 承認 × × × × × ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
47 向日市事務分掌条例の一部改正について 原案

可決 × × × × × ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

議案
48

令和５年度向日市一般会計補正予算
（第３号）

原案
可決 × × × × × ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

請願
３

子どもの医療費助成を18歳まで通院も
無料にすることを求める請願

不採
択 ○ ○ ○ ○ ○ × × × × － × × × × × ○ × × ×

請願
４

「指定ごみ袋に取っ手設置」及び「夏場
の資源ごみを週１回回収」を求める請願

不採
択 ○ ○ ○ ○ ○ × × × × － × × × × × 退 × × ×

意見書
４

加齢性難聴者に対する補聴器購入に係る
公的支援制度の創設を求める意見書

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

意見書
６

薬剤耐性菌感染症の蔓延防止への取り組
み体制の強化を求める意見書

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

意見書
７

特別支援学校・学級等への教員等の適切
な配置を求める意見書

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

意見書
８ 小中学校給食無償化を求める意見書 原案

可決 ○ ○ ○ ○ ○ × × × × － × ○ ○ × × ○ ○ × ○

全会一致（全議員賛成）
議案
24 ～ 39

農業委員会委員の任命について（香本　和也氏、齋藤　亘氏、清水　庄吾氏、安井　明義氏、 
山本　五司氏、吉田　知史氏、嚴嶋　操氏、上田　貢氏、上辻　陽子氏、清水　幸雄氏、 
清水　登氏、仲澤　政一氏、中村　博明氏、中山　充子氏、山本　貴之氏、山本　幹雄氏）

同　　意

議案40 大字寺戸財産区管理委員の選任について（岡﨑　雄至氏、梶　毅氏、立口　利治氏、築坂　晃氏、 
長谷川　新一氏、長谷川　秀和氏、山本　實氏） 同　　意

議案41 専決処分の承認を求めることについて（向日市税条例及び向日市都市計画税条例の一部を改正する条例） 承　　認

議案43 専決処分の承認を求めることについて（令和４年度向日市後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号）） 承　　認

議案45 専決処分の承認を求めることについて（令和５年度向日市一般会計補正予算（第２号）） 承　　認

議案46 向日市ゼロカーボン推進基金条例の制定について 原案可決

議案49 令和５年度向日市水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決

議案50 乙訓土地開発公社定款の変更について 原案可決

議案51 副市長の選任について（鈴木　英之　氏） 同　　意

議案52 副市長の選任について（中地　則元　氏） 同　　意

議案53 教育長の任命について（山本　真也　氏） 同　　意

意見書５ 建設アスベスト被害者の救済とアスベスト対策の拡充を求める意見書 原案可決

※議案等の内容は、向日市議会ホームページ「議案・議決結果」で公開しています。
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◎�方法／市ホームページ「総合トップ」→「くらしのページ（ホーム）」→「向日市議会」→「議会映像配信」
からご覧ください。

※�視聴にあたっては、ホームページ記載の免責事項を確認いただき、ご了承いただきますようお願いいたします。

インターネットで定例会の様子がご覧いただけます。
市民の皆さまに議会への理解を深め、関心を高
めていただけるよう、YouTubeのサイトを利用
して、インターネット上で本会議や常任委員会
の様子を配信しています。パソコンやスマート
フォンでも、本会議や常任委員会の様子をライ
ブ中継や録画映像でご覧いただけます。
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議員表彰
全国市議会議長会

写真左から　飛鳥井議員、山田議員、小野議員、永井議員

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォントを
採用しています。


